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A People Called Cumberland Presbyterians Chapter 1 の翻訳に関する序論
宮城妙子
（東京基督教大学非常勤教員）
はじめに
　A People Called Cumberland Presbyterians1 （以下『PCCP』）を翻訳するこ
との目的は、第一に、読者である日本のカンバーランド長老キリスト教会を含むキ
リスト者、および日本教会史研究者等に基本的なカンバーランド長老教会（以下
CPC）の総括的な歴史を紹介することである。第二に、読者に、CPC の歴史を日
本のプロテスタント教会の歴史的コンテキストを踏まえて、宣教、精神風土、人間
の尊厳、戦争と平和問題、等の課題を検証するための包括的な資料を提供すること
である。例えば、明治初頭の CPC の女性宣教師（Alice M. Orr, Julia L. Leavitt, 
A.M. Drennan 等）を含む A・D・ヘール（A. D. Hail 1844-1923 年）、B・J・ヘ
ール（J. B. Hail 1846-1928 年）を中心とする宣教師によってなされた宣教は、女
性の尊厳が踏みにじられていた日本社会のコンテキストを踏まえた統合的な宣教戦
略に基づいていた。また、神学的には、当時の長老派系教会宣教師との共働的な働
きを進めるために、非キリスト教国家である日本の精神風土を踏まえて、長老派
系教会の宣教師と共に西洋教会の教派色を超えた『簡易信条』（ヘール宣教師訳は
Comprehensive Confession）を制定し、用いるようにした。さらに、CPC 宣教
師によって誕生した教会（大阪、和歌山、三重を中心とする）は 1889 年に長老派
教会を統合した「日本基督一致教会」に加入した。CPC の一部は、1906 年に The 
Presbyterian Church in the United States of America（以下 PCUSA）と合
同しているが、日本の CPC 教会は米国より 7 年早く合同していたのである。当
時の CPC の統合的な宣教方法が現在の日本の宣教においても参考になるのか検証
する必要がある。また、長老派系教会の共働宣教は可能なのか。それは、CPC と
PCUSA との合同と、日本 CPC 教会の「日本基督一致教会」加入における、それ
1　 Ben M. Barrus, Milton L. Baughen and Thomas H. Campbell, A People Called 
Cumberland Presbyterians: A History of the Cumberland Presbyterian Church, 
Eugene: Wipf and Stock Publishers, 1998.
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ぞれの課題（特に神学）を両国のコンテキストを踏まえて比較検証することによっ
て見えてくるものがあるのではないだろうか。また、戦争と平和に関する課題で
は、戦後日本の CPC、長老派系教会を含む基督者の平和主義的神学（Pacifism）を、
CPC、PCUSA の非平和主義的神学（Non-Pacifism、『ウェストミンスター信仰告白』
第 23 章第 2 項の解釈）と対峙させて検証し、両国間で論議する作業が残っている。
さらに、戦後 1950 年、CPC に加入した高座教会（現在のカンバーランド長老キ
リスト教会日本中会高座教会）が 1947 年には日本基督教団の教会として誕生した
ことを踏まえると、日本基督教団の「戦争責任」は 1967 年に告白されたものであ
っても、CPC 日本中会の告白としても受け止めることが求められるのではないか。
また、「日本基督一致教会」に加入した元 CPC 教会も 1941 年に日本基督教団に加
えられており、戦後 1947 年から 1950 年までは高座教会と同じ教派に属していた
ことを踏まえる必要がある。
　上述の二つの目的を踏まえて、「序論」を下記の 3 章で構成して翻訳の意義を論
じる。
　　1 章　カンバーランド長老教会の歴史書の変遷
　　2 章　『PCCP』の構成
　　3 章　『PCCP』を訳出する意味
1　カンバーランド長老派教会の歴史書の変遷
　1810 年に PCUSA から分離した CPC は 1835 年に、最初の歴史書を出版し
た。しかしそれはジェームズ・スミス（James Smith）が様々な著者が書い
たものを編集した History of the Christian church from Its Origin to the 
Present Time, Compiled from Various Authors, Including a History of the 
Cumberland Presbyterian Church, Drawn from authentic Documents2 で あ
り、スミスはキリスト教の歴史全体の中にアメリカのフロンティアで起こった新
しい宗教的運動として CPC を位置付けている。その後 1888 年にマクドナルド
2　 James Smith, History of the Christian church from Its Origin to the Present Time, 
Compiled from Various Authors, Including a History of the Cumberland Presbyterian 
Church, Drawn from authentic Documents (Nashville: Cumberland Presbyterian 
Office, 1835).
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（B. W. McDonnold）により History of Cumberland Presbyterian Church3 が
出版された。資料から書かれたものではなく、主に個人の思い出、または証言者
との会話からなる個人的なスタイルで書かれた歴史書である。1944 年にマクドナ
ルドの歴史が絶版になると、キャンベル（Thomas H. Campbell）が Studies in 
Cumberland Presbyterian History4 を出版した。そして 1965 年には Studies in 
Cumberland Presbyterian History が Good News on the Frontier: A History 
of the Cumberland Presbyterian Church5 として改訂、縮約された。しかし、こ
こで歴史書に関し二つの声が上がった。第一に、CPC の歴史を包括的に記した歴
史書を編纂することを求める声である。第二に、あらゆる時期のキリスト教共同
体は定期的に自分たちの直面している歴史を記していかなければいけないという
思いである。この思いに対して 1957 年、総会において「歴史委員会」（Historical 
Committee）が歴史書を出版することが決議された。そして翌年の 1958 年、「編
集局」（Editorial Boad）が歴史書執筆のため計画と監督をする機関として必要で
あることを「歴史委員会」が総会に提案し決議された。執筆は、初期の歴史はベ
ン・バラス（Ben M. Barrus、Bethel College の歴史教授）。中期の歴史はミルト
ン・バーン（Milton L. Baughn、Florence State University 歴史教授）。現代の
歴史は前述の T・H・キャンベル（Memphis Theological Seminary 学部長、新
約教授）。しかし初期の 7 章はキャンベル、中期の 16 章はヒューバート・モロー
（Hubert W. Morrow、Bethel College 宗教・哲学部主任教授）6 が担当すること
となった。しかしそれぞれ現職の仕事につきながらの執筆であったため出版まで
に 10 年以上を費やし、1971 年 CPC の包括的かつ学術的歴史書として A People 
Called Cumberland Presbyterians が完成し、出版された。
3　 B. W. McDonnold, History of Cumberland Presbyterian Church (Nashville: Board of 
Publication of Cumberland Presbyterian Church, 1888).
4　 Thomas H. Campbell, Studies in Cumberland Presbyterian History (Nashville: 
Cumberland Presbyterian Publishing House, 1944).
5　 Thomas H. Campbell, Good News on the Frontier: A History of the Cumberland 
Presbyterian Church (Richmond: CLC Press, 1965).
6　 各役職は出版当時のものである。
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2　『PCCP』の構成
　『PCCP』は全 3 部から構成されている。第 1 部は CPC が PCUSA から独立す
る過程が、第 2 部では 1883 年に CPC が独立後に作成した『1814 年版信仰告白』
を改訂していく過程が、そして第 3 部では PCUSA の信仰告白の改訂とその影響
でふたたび CPC の一部が PCUSA と合同する過程と、CPC として留まった教会
の困難とそこからの回復が描かれている。
2.1　第1部
　今回訳出を試みた第 1 章では 17 世紀の後半すでに、ニューイングランドの会衆
主義が徐々により中会的特色をもった中央集権的な教会政治に進まざるを得なかっ
た状況が述べられ、18 世紀に中会主義教会が急速に発展した理由が 3 つ挙げられ
ている 7。また、長老派内部の論争 8、そしてCPCが1810年に独立して新しい中会を
形成していく過程が記される。CPC は『1814 年版信仰告白』を作成するが、CPC
が PCUSA から分離した神学的理由は、『ウェストミンスター信仰告白』の解釈と
の相違点に基づくものであり、CPC の解釈は下記の通りである 9。
①　That there are no eternal reprobates.（永遠に遺棄はない）
7　 1）アイルランド出身、グラスゴー大学で学び 1681 年にアイルランド・アルスター地方の
Laggan の中会で按手を受けたマッケミー（Francis MaKemi）が 25 歳でアメリカに渡り、
巡回宣教をしつつ、分散していた長老教会を組織化し、1706 年の中会設立を果たしたこと。 2）
マッケミーの尽力による 1706 年の中会設立と、1716 年の大会設立。 3）イングランド人がア
イルランド北部アルスター地方のスコットランド人（彼らの多くは中会主義者）に経済的宗教
的圧力をかけて抑圧したため、彼らがアメリカへ大量に移住。1750 年までに彼らはペンシルバ
ニアの総人口の約 25％を占めるまでになった。『PCCP』9 頁
8　 『ウェストミンスター信仰告白』を全幅信頼（署名もしくは口頭による宣誓で示す）し、教職者
はニューイングランドおよびイングランド（スコットランド、アイルランドを含む）で神学教
育を受けたものだけを按手すると主張する派と、『ウェストミンスター信仰告白』は受け入れ
るが、聖書の言葉を第一とし、また教職者養成が急務であるので私塾（ウィリアム・テナント
の丸太小屋大学）で神学教育を受けたものも教職者として認めるべきであるという二派の対立
が続いた。
9　 Ewell K. Reagin, We Believe and So We Speak: A Statement of the Faith of 
Cumberland Presbyterians (Memphis: Department of Publication Cumberland 
Presbyterian, 1960), 13.　日本語訳は『カンバーランド長老教会信仰告白と政治 1984 新版』（い
のちのことば社、2014 年）164 頁から引用。
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②　 That Christ died not for a part only, but for all mankind.（キリストはあ
る一部の人だけのためにではなく全人類のために死なれた）
③　 That all infants dying in infancy are saved through Christ and the 
sanctification of the Spirit.（幼くして死んだ者は皆、キリストによりまた御
霊の聖めによって救われている）
④　 That the Spirit of God operates on the world, or as co-extensively 
as Christ has made atonement, in such a manner as to leave all men 
inexcusable.（神の御霊は、キリストの成し遂げた贖罪の及ぶ範囲、すなわち
全世界において働いている。それゆえ、あらゆる人に弁解の余地はない）
2.2　第2部
　第 2 部は 1830 年から 1900 年までの CPC の教勢の成長および地域的発展が述
べられる。この時期 CPC においても奴隷制をめぐる南北の教会の一時的分離があ
ったが、戦後直ちに統一教会として宣教を再開することになる。1883 年には上記
のように『ウェストミンスター信仰告白』の部分的な改訂でしかなかった『1814
年版信仰告白』が 19 世紀の神学的変化もあり 10、大きな改訂が求められた 11。改訂
10　 松本雅弘「カンバーランド長老教会神学史における贖罪論の変遷に関する一考察」（『基督神学』
第 13 号、東京基督神学校、2001 年、90-114 頁）によると、神学の時代的変化を次のように
述べている。「19 世紀は神学的に大きな変化が生じた時代であった。啓蒙主義の嵐が吹き荒れ
る中、科学の分野においては進化論が一世を風靡し、特に神学界では聖書学の分野で歴史的批
評的方法が聖書に適応された。シュライエルマッハーは神学を科学から守ろうとする試みの結
果として自由主義神学を打ち立てていく。また、哲学の分野においてもパラダイム・シフトが
生じていた。それは、実念論にかわり『個別が普遍』という唯名論の台頭である。これは、即、
神学の領域にも影響をもたらしたと言えよう」101 頁。
11　『1883 年版信仰告白』の前文には、『1883 年版信仰告白』が作成された理由が、次のように記
されている。「単語や句や文章、場合によっては項目全体を削除して、新しいものに置き換え
ても、それだけで極端なカルヴィニズムの残滓を一掃するのは不可能であった。というのは、
この問題の教理は、その論理的帰結と共に、『ウェストミンスター信仰告白』を形成する神学
の体系全体に浸透していたからである。編纂者たちはこのことを知っており、それゆえ、この
改訂版になんらかの欠陥が必然的に伴っていることを知っていた……『信仰告白』を改訂した
いという願いが教会全体に広まった結果、1881 年にテキサス州オースティン市で開かれた総
会で、改訂へと向かうことを謳う文書が取り上げられ、満場一致で採択された」。Confession 
of Faith and Government of the Cumberland Presbyterian Church Adopted 1883 
（Memphis: Frontier Press, 1975）, Preface iv-v.　日本語訳は『カンバーランド長老教会信
仰告白と政治 1984 新版』165 頁から引用。
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は大きく分けると 2 つの分野での改訂である。第一の分野は、「神の主権（the 
sovereignty of God）」に『1814 年版信仰告白』よりもさらに制限を設け、人間の
自由と能力を高める（an increase in man’s freedom and ability）ことである。
これによって章の設定も変わり、「悔い改め（Repentance）」と「救いの信仰（Saving 
Faith）」が「義認（Justification）」より前にくることになった。
　第二の分野は、信仰告白の中で語られる神との法的概念（the legal concepts）、
連邦主義的イメージ（images of Federalism）を、個人的概念（the personal 
concepts）、家族関係（the images of family relation）に置き換えたことであ
る 12。
　また内容の改訂とは別に、『1814 年版信仰告白』と『1883 年版信仰告白』の大
きな違いは長さの問題である。たとえば「悔い改め」に関する章は、6 項から 3 項
になり、「神の働き」の章は、7 項から 2 項に削減されている。「これは 19 世紀末
のリベラルプロテスタンティズムの広がりの影響もあり、信条は全ての聖徒に届け
られた信仰の宝庫としての地位を失い、神学における最小限の必需品としての幅広
い概論（broad generalization）となる傾向があった」13 とあるように、「あまりに
長すぎて、不必要に冗長で退屈な」14 信仰告白にならないようにという意図であっ
た。
2.3　第3部
　第 3 部は、1903 年に PCUSA が信仰告白の改訂を行い、それに伴い一部の CPC
と合同が成立していく過程と、そのまま組織を存続させた CPC のその後の歩みが
記されている。1903 年に PCUSA が信仰告白を一部改訂したことは合同への動き
が始まる特に大きな理由であった 15。その改訂は大きく 3 項目に分けられる。
　第一は、3 つの箇所を変更することだった。第 16 章 7 項の “works done by 
unregenerate men, even though they be works commanded by God”（ 再
生しない人々がする行為は、事柄としてはたといそれが神の命じておられること
がらであったとしても）”16 “. . . sinful, and cannot please God（罪深く神を怒ら
12　『PCCP』297-299 頁
13　『PCCP』300 頁
14　同上
15　『PCCP』324 頁
16　引用英文は『PCCP』324 頁。日本語訳は、日本基督改革派教会信条翻訳委員会訳『ウェスト
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せるこ とである）”17 の代わりに、そのようなわざは “come short of what God 
requires（神が求められていることに及ばない）”18 と修正する。第22章3項の “Yet 
it is a sin to refuse an oath touching anything that is good and just, being 
imposed by lawful authority（とはいえ、合法的権威によって課せられて、善で
正しいことについての宣誓を拒むことは罪である）”19 という文章は削除する。25章
6 項の、教皇を“that antichrist, that man of sin, and son of perdition（非キ
リスト、不法の子、滅びの子）”20 と呼んでいる箇所は “the claim of any man to 
be the vicar of Christ and the head of the Church, is unscriptural, without 
warrant in fact and is a usurpation dishonoring to the Lord Jesus Christ（キ
リストの代理、および教会の頭であるという何人の主張も反聖書的であり、事実の
保証もなく、主イエス・キリストの名誉を汚す不正な行為である）”21 と変更する。
　第二は、「聖霊（the Holy Spirit）」および「神の愛の福音と宣教（the Gospel 
of the Love of God and Missions）」をそれぞれ 34 章 22、35 章 23 として追加するこ
とであった。後者は特に CPC が反対した『ウェストミンスター信仰告白』の基本
的信条と矛盾しているように思われた。それは、「神がすべての失われた人類に十
分に救いの道を提供し、適応してきた。また神は福音においてすべての人に救いを
差し出し、またあらゆる人が救われることを望み、またキリストを信じ真に悔い改
める者に永遠の命を約束し、すべての人にその差し出された憐みを受けるように招
き命じておられる。聖霊によって神の恵みの招きを受けた人と共に喜ぶ」24 と宣言
している。この章自体 CPC にとって全く満足のいくものだったと思われる。
　第三は、第 3 章「神の聖定（God’s Eternal Decree）」、および幼児期に死亡
した幼児の救いに関する第 10 章 3 項について解釈する「宣言文（Declaratory 
ミンスター信仰告白』（新教出版社、1964 年）58 頁から引用。
17　同上
18　同上
19　同上。80 頁から引用。
20　同上。91 頁から引用。
21　筆者の私訳。
22　The Constitution of the Presbyterian Church (U.S.A.) https://www.pcusa.org/media/
uploads/oga/pdf/boc.pdf　160-161 頁参照。
23　同上。 162-163 頁参照。
24　『PCCP』324 頁。筆者による私訳。
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Statement）」25 が付け加えられることになったことである。このような改訂が
あったにもかかわらず、合同反対派は新しい信仰告白は公式化されるべきだし、
PCUSA が「宣言文（Declaratory Statement）」を第 3 章にとって代わらせるつ
もりだったならば、なぜ第 3 章を削除し、それを「宣言文」に代えなかったのかと、
信仰告白の改訂が不十分であることに納得せず、また、「宣言文」は第 3 章と第 10
章の 3 項を解釈するために提示されているのみで、第 10 章の他の項には全く手を
入れていないことにも不満だった。また「選びの不変の神意」に関する「聖徒の堅
忍（Perseverance of the Saints）」の教義を基にした第 17 章も変えられていなか
った。また大小カテキズムでは「無条件の選び」と「滅びの教義」を教えている質
問が変えられないままであることなどにも不満があった 26。そのような不満をもつ
反対派は 1906 年に PCUSA と CPC が正式に合同することが決定した後も、1907
年にCPC発祥の地であるテネシー州ディクソン郡で総会を行うまで総会を延長し、
CPC を存続させていく決心をした。その後に CPC 再建のための混乱や努力の歴史
が描かれ、そして 20 世紀半ばまでにその困難を乗り越え、前向きな宣教が再開さ
れていく 1970 年までの歴史が描かれ、第 3 部は終了している。
　日米の CPC の歴史を理解しやすくするため整理すると、下記のような表と図に
なる。
表 1　日本を含む CPC の概略的歴史年表
1706　米国で最初の長老教会の中会が形成された（議長は Francis Makemie）
1716　米国で最初の長老教会の大会が形成された
1810　PCUSA から分離して CPC 誕生
　　　―――『CPC 信仰告白 1814 年版』時代―――
1814　『CPC 信仰告白 1814 年版』完成
1877　CPC の伝道局から派遣された宣教師 J・B・ヘールが日本宣教を開始
1878　CPC の伝道局から派遣された宣教師 A・D・ヘールが日本宣教を開始
1883　『CPC 信仰告白 1883 年版』完成
　　　―――『CPC 信仰告白 1883 年版』時代―――
25　The Constitution of the Presbyterian Church (U.S.A.) https://www.pcusa.org/media/
uploads/oga/pdf/boc.pdf　163-164 頁参照。
26　『PCCP』331 頁
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1884　最初の教会、大阪第一長老教会（のちの大阪西教会）設立
　　　 日方橋愛燐教会設立、新宮教会設立、那賀教会設立
1885　和歌山教会設立、田辺教会設立、大阪第二長老教会設立
1889　愛知長老教会設立、東京深川教会設立
　　　 日本における CPC の教会が「日本基督一致教会」と合同し「日本基督教会」
と名称を変更
1906　 PCUSA に CPC が合同。合同反対派は CPC を存続させることを決め、
1907 年まで総会を延期することを決議
1941　「日本基督教団」設立に伴い「日本基督教会」は「日本基督教団」に加入
1949　日本基督教団高座基督教会、宗教法人の届出 27
1950　高座教会は「日本基督教団」から離脱して CPC に加入 28
1984　 CPC は『1984 年版信仰告白』完成（『PCCP』は 1970 年までの歴史なので
『1984 年版信仰告白』の記述はなし）
図 1　CPC と PCUSA の分離と合同の歴史
27　カンバーランド長老教会日本中会『あゆみ―40 周年記念誌』1993 年、120 頁
28　同上。121 頁
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3　『PCCP』を訳出する意義
　第 2 部第 10 章では、1877 年に大阪を拠点に宣教を開始した J・B・ヘールとそ
の 1 年後に来日した A・D・ヘール兄弟が大阪から、和歌山、新宮、伊勢、津、四
日市と積極的に宣教活動を行い、また大阪女学院の前身であるウィルミナ女学校設
立など、教育活動にも精力的に取り組んだ 1888 年終わりまでの CPC 日本宣教の
歴史が記されている 29。しかし 1889 年には「日本基督一致長老教会」と、『ウェス
トミンスター信仰告白』を除外することを条件に 30、『簡易信条』31 を共通の信仰告白
として合同することとなり、CPC は「日本基督教会」となった 32。ここで日本にお
いて CPC という名前は消えるが、宣教師たちは継続して CPC の宣教師としてア
メリカとのつながりをもち続ける。しかしその後 1941 年には「日本基督教会」が
日本基督教団となり 1945 年まで続く。その後、元 CPC であった教会は日本基督
教団に留まるもの、また「日本基督教会」として日本基督教団から独立するものと
に分かれた。
　CPC としての信仰的アイデンティティーが「日本基督一致教会」と合同し、「日
本基督教会」となり、その後の「日本基督教団」そして「日本基督教会」を通し
てどの程度維持されていたのか、また戦後 CPC として日本基督教団からの独立は
全く考えられていなかったのか、また 1947 年から礼拝を始めていた高座教会（当
時日本基督教団）が 1950 年、厚木基地に赴任していたチャプレン C・クレメンス
（Cleetis, C. Clemens）の勧めを受けて CPC として歩み出すまで、CPC の信仰的
遺産は全く日本の教会から消えてしまっていたのかなど、検証されていない分野
29　『PCCP』183 頁
30　J・B・ヘール『日本伝道二十五年』大阪女学院、1978 年、350 頁
31　「我等が神と崇むる主耶蘇（イエス）基督は神の独子にして人類のためその罪の救ひのために
人となりて苦（くるしみ）を受け我等が罪のために完全き犠牲をささげ給へり凡そ信仰に由り
て之と一躰となれるものは赦されて義とせらる基督に於ける信仰は愛に由り作用（はたら）き
て人の心を清むまた父と子とともに崇められ礼拝せらるる聖霊は我等が魂に耶蘇基督を顕示す
その恩（めぐみ）によるに非ざれば罪に死したる人神の国に入ることを得ず古の預言者使徒お
よび聖人は聖霊に啓迪（けいてき）せられたり新旧両約の聖書のうちに語りたまふ聖霊は宗教
上のことにつき誤謬（あやまり）なき最上の審判者なり往時（いにしえ）の教会は聖書に拠り
て左の告白文を作れり我等もまた聖徒が曽て伝へられたる信仰の道を奉じ賛美と感謝を以てそ
の告白に同意を表す（以下、使徒信条）」『日本伝道二十五年』352-353 頁。
32　『日本伝道二十五年』346-353 頁
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が多く残されている。例えば戦後「日本基督教団」から独立した「日本基督教会」、
および大阪女学院のような教育機関の教育理念の中に CPC の信仰的遺産が引き継
がれているのかなども研究課題の一つであろう。
　またこれら日本における長老派教会の歴史的できごとが、アメリカの CPC の歴
史とどのような相関関係をもっているのかも重要な研究課題といえよう。つまり、
CPC は 1814 年に『ウェストミンスター信仰告白』を一部改訂し、また
極端なカルヴィニズムから安全に離れた神学を明瞭にするべく独自の信仰告白
を 1883 年に制定し、さらにその 1 世紀後「信仰告白は、古いものを出発点と
して、神の力強い審判と救済の御業をこの時代に証ししようとする者たちが自
分たちに自然なことばで語るところへと進む」という理解から『1984 年版信
仰告白』を採択した。33
　このように 3 度の信仰告白の改訂が日本における CPC および長老派教会にどの
ような影響を及ぼしたか、また 1906 年に CPC が CPUSA と部分的合同をしたこ
とが日本の長老派教会にどのような影響を与えたのかなど、まだ十分に検証されて
いない。日本にヘール兄弟が宣教を開始したのは『1814 年版信仰告白』時代であり、
ヘール兄弟の宣教によって生まれた CPC が「日本基督一致教会」と合同したとき、
また神奈川の地に戦後 CPC が誕生したときも『1883 年版信仰告白』の時代である。
また 1984 年以降の日本の CPC は当然『1984 年度版信仰告白』を受け入れている。
この 3 回の信仰告白改訂における神学の変遷が日本における長老派系教会の神学に
どのような影響を与えたかを考えるとき、資料としての『PCCP』の全訳による情
報提供の役割は大きい。また今日のグローバル化時代に、日本の文化、精神風土を
踏まえつつ、明治時代にそうであったように長老派系教会と CPC が合同で宣教を
行うことが可能かなど、歴史を通して問題点と課題を明確にしていくうえでも貴重
な資料となりえるであろう。
　『PCCP』は CPC の出版局から教派の歴史書として位置付けられたものである。
CPC の歴史を検証するためには、世界の教会史関連書籍を軸にして、長老派の教
会史関連書籍、アメリカ教会史関連書籍、アメリカ長老教会史関連書籍と下り、
CPC 教会史へと辿る必要がある。しかし、CPC の記述は上位の教会史関連書籍に
33　『キリスト教年鑑』キリスト新聞社、2004 年、48 頁
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なるほど少なくなる。ましてや、日本におけるカンバーランド長老教会の宣教の記
述は、『PCCP』にしか述べられていない。また、日本の教会史関連書籍における
CPC 宣教の位置付けも極端に周辺的なものである。よって『PCCP』は日本にお
ける CPC の歴史を検証するために必須のテキストである。
　また前述した通り、現在、日本においては CPC に関係している日本語の歴史書
が存在していないので、CPC 宣教の歴史を学ぶことで、日本における日本人基督
者がどのように CPC の神学を受容したかを検証することが可能になり、先行論文
が存在していないその検証は日本教会史に貢献できるといえるだろう。特に、明
治初期の CPC 宣教師と米国長老派系宣教師による共働の宣教活動を神学的視点で
検証することは、今日の CPC と長老派系教会の共働宣教の可能性に道を開くも
のであろう。実際、Cumberland Presbyterian Church, Presbyterian Church 
in the United States, The United Presbyterian Church in the United States 
of America が礼拝と賛美に関する Joint Committee を作り 1970 年、The 
Worshipbook of Services and Hymns を出版し、長老派の伝統を共有している。
現在、東京基督教大学に CPC 日本中会所属神学生を送り出していることも共働宣
教の一環として位置付けられることは言うまでもない。しかしながら共働宣教とは
言いつつ、まだまだお互いの歴史を共有しているところまではいかず、特に CPC
日本中会において日本語で出版されているものは、
①　カンバーランド長老教会日本中会編『カンバーランド長老教会信仰告白』いの
ちのことば社、2014 年
②　H・W・マロウ、松本雅弘訳『恵みの契約』新教出版社、2000 年
③　松本雅弘「カンバーランド長老教会神学史における贖罪論の変遷に関する一考
察」（『基督神学』第 13 号、東京基督神学校、2001 年 3 月、90-114 頁）
④　松本雅弘「なぜ信仰告白を改訂してきたか― カンバーランド長老教会の歴史
に学ぶ（特集 絶えず改革される信仰告白）」（『福音と世界』57（10）、新教出
版社、2002 年 10 月、59-65 頁）
以上の 4 点だけである。
　また、CPC の明治時代の宣教師 J・B・ヘールと A・D・ヘールによる著作、ま
たは 2 人の働きに関する本が大阪女学院、および 2 人が開拓した教会関係者等か
ら数冊出版されている（ここに記載したものがすべてではない）。
⑤　J・B・ヘール『日本伝道二十五年』大阪女学院、1978 年
⑥　兒玉充次郎『紀州の聖者ヘール師物語』キリスト教文書伝道団ともしび社、
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1951 年
⑦　冨山光一『伊勢の伝道・山田教会の歴史 I』日本基督教団山田教会、2005 年
⑧　冨山光一『伊勢の伝道・山田教会の歴史 II』日本基督教団山田教会、2006 年
⑨　A・D・ヘール、本間重慶訳『神学入門』大阪印刷、1884 年
⑩　J・B・ヘール『生命の道』米国聖教書類会社
⑪　J・B・ヘール、岩崎寛達訳『翁問答』米国聖教書類会社、1887 年
　上記の出版物は CPC の神学（①②③④⑨⑩⑪）、信仰告白（①④）、憲法（①）、
礼拝指針（①）、および訓練規定（①）に関するものであり、教会史が統合的に書
かれた出版物は存在しないので、『PCCP』を翻訳する必要性が求められている。
つまり、長老派系教会と CPC 日本中会間において神学における深い理解がなされ
ているわけではなく、またその試みも始められてはいない。したがって今回訳出し
た『PCCP』の第 1 章はお互いが神学的に共有できる共通のルーツについて記述さ
れている箇所であり、訳出する意義は大きいと考えられる。
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凡　例
1　地名、人名の表記は初出の場合のみ、カタカナの表記後カッコ内にオリジナルの英語を記した。
2　本書に付いていた注に関してはアラビア数字を用い脚注とし、訳者が付けた注はローマ数字で
示し文末脚注とした。
3　本翻訳において、一般的に「長老教会」と日本では訳されている言葉（presbyterian church）
を訳者は意図的に「中会主義教会」と訳出した。それは会衆派と長老派教会の違いを鮮明にす
るためである。会衆派にも長老職は存在しているが、両派の違いは各個教会主義であるか、上
位組織が存在するかという教会の政治形態の違いである。それゆえにその違いを明確にするた
めに敢えて本訳においては長老教会、および長老主義とは訳さず、中会主義教会、中会主義と
訳出した。しかし固有名詞として出てくる場合は、そのまま長老教会と訳出した。
4　synod という単語に関して、中会主義に関して使われる場合は「大会」と訳しており、他教派
に関して使われる場合は「教会会議」と訳出してある（これは従来の慣例に則る）。
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［翻訳］
第 1 部 1829 年までのカンバーランド長老教会（CPC）の背景と形成
第 1 章　論争の中での誕生：初期アメリカの長老主義
「この国の初期長老教会の歴史には多くの論争があった」
ウィリアム・B・スプレーグ
　アメリカの長老教会は一般的に、またカンバーランド長老教会（Cumberland 
Presbyterian Church）は特に、17 世紀のアメリカの長老教会の起源と、18 世紀
の論争を学ぶことによって理解しやすくなる。なぜなら、その起源においてアメリ
カの長老教会は相反する特徴をもっていたからである。19 世紀の長老教会の歴史
家であるウィリアム・ B・スプレーグ（William B. Sprague）が「この国の初期
長老教会の歴史には多くの論争があった」34 と断言している通りである。「長老教会
の中にはイングランドの国教反対、アイルランドの熱情、スコットランドの頑固さ、
そしてユグノー（Huguenot）の献身が敢然と混じり合っていた」35 とあるように、
アメリカの長老主義の歴史を徹底的に考察するには、多くのそして様々な源を考慮
しなければならない。
　アメリカの長老主義の起源や特徴に貢献している一つの重要な要素は、ニュー
イングランドの会衆派教会会議の信条の発展（the creedal development of the 
Congregationalist synods）の中に見ることができる。なぜならばニューイングラ
ンドにおいては会衆派であっても長老職の重要さが神権政治を救う一つの手段とし
て支持されていたからだ。それゆえに「聖なる実験」が崩壊し始めたとき、ニュー
イングランドの会衆主義はより中会的特色（presbyterial character）をもった中
央集権的な教会政治に進まざるを得なかった。
34　William B. Sprague, ed.,“Presbyterian,” Annals of the American Pulpit; of 
Commemorative Notices of Distinguished American Clergymen of Various 
Denomination, from the Early Settlements of the Country to the Close of the Year 
eighteen Hundred and Fifty-five, with Historical Introductions, vol. 3（New York: 
Robert Carter & Brothers, 1857-1869）, x.
35　Ezra H. Gillett, History of the Presbyterian Church in the United States of America, 
Rev. ed. (Philadelphia: Board of Publication and Sabbath-School Work, 1873), I, l.
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　17 世紀前半、「ニューイングランド方式（New England Way）」はロジャー・
ウィリアムス（Roger Williams）やアン・ハッチンソン（Anne Hutchinson）に
攻撃された。「分離派ピューリタン（Separatist）」を公言していたウィリアムスは
ボストンよりもプリマス（Plymouth）で牧師として働くことを望んでいた。なぜ
ならばボストンの教会は、英国教会（the Church of England）からの分離を明確
に表明していなかったからだ。強制的な国教会への恭順やネイティブアメリカンに
属する土地をも含む特許状をイングランド国王が発行する権利に対して彼は批判し
たので、裁判にかけられ、1635 年に追放された。ウィリアムスはニューイングラ
ンドにやってきて「中会主義者たちのユートピアという居心地の良い土地を荒らす
ために、尻尾に松明を付けた狐を解き放ったのであった」36。彼はロード・アイラン
ド（Rhode Island）に逃れ、ネイティブアメリカンから土地を購入しプロヴィデ
ンス（Providence）植民地を立ち上げた。また、ハッチンソン夫人はマサチュー
セッツ湾植民地の寡頭政治に敢えて異義を唱え、1638 年教会から破門された。マ
サチューセッツ湾植民地の総督であるジョン・ウィンスロップ（John Winthrop）
は一連の審問の結果を、「ハッチンソンに罪を理解させるために多くの時間と議論
が費やされたが、すべてが無駄であった。教会は満場一致で彼女を追放した」37。と
記録に残している。結局、ウィリアムスに続いて、彼女もロード・アイランドに避
難所を見つけることになった。このように「ニューイングランド方式」に攻撃が続
くと、中会主義が徐々に出現し、多くの中会主義者たちがニューイングランドに入
植してきた。コットン・マザー（Cotton Mather）は、ピューリタンのうち少な
くとも 4,000 人が中会主義者であったと報告している 38。
36　Vernon L. Parrington, The Colonial Mind, 1620 -1800, Main Currents in American 
Thought, an Interpretation of American Literature from the Beginnings to 1920, vol. 1 
(New York: Harcourt, Brace and Company, 1927), 62-75. ウィリアムスの絶対的宗教の自
由の原則は Perry Miller, Roger Williams: His Contribution to the American Tradition 
(Indianapolis: Bobbs-Merrill, 1953) に説明されている。教会の事柄を支配する権威をもっ
ている国家的為政者に反対するウィリアムスの歯に衣着せない言動は、R. E. E. Harknes の 
“Roger Williams: Prophet of Tomorrow,” Journal of Religion XV (October 1935): 400-
25. に描写されている。
37　John Winthrop, John Winthrop’s Journal, ed. James K. Hasmer (New York: Charles 
Scribner’s Sons, 1908), I, 240-55, 263-63; Ernest S. Bates, American Faith (New York: 
W.W. Norton and Co., 1940), 135-46; Edmund Morgan, “The Case Against Anne 
Hutchinson,” New England Quarterly X (December 1937): 645-49.
38　Magnalia Christi Americana (Hartford: S. Andrus, 1820), 635-49.
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　1646 年には、非国教徒（dissenters）の一団が、教会員に選挙権を限定してい
る法律を廃止するように、ボストンの執政官に嘆願書を提出した。彼らは、1642
年に監督的聖職位階制（the episcopal hierarchy）の廃止に伴ってイングランド
で中会主義者や会衆派が享受していた市民的自由を獲得したいと意思表示をしたの
だ。非国教徒たちは中会主義ピューリタンであるロバート・チャイルズ（Robert 
Childs）に率いられていたが、彼は後にイングランドへの渡航を企てたとして
逮捕されてしまった。彼の所持品の中に、イングランド庶民院（the House of 
Commons）への嘆願書が発見されたが、それはイングランド総督に、イングラン
ド人の自由を強化することを求め、中会主義を法的に認めることを要求するもので
あった。
　ニューイングランドの「聖なる実験」への反対は、イングランドのウェストミ
ンスター会議における独立派（Independents）と中会主義者の間の議論で勢い
づいていた 39。ニューイングランド住民は左派の独立派や分離派、右派の中会主義
者との教会政治の違いを明確にする必要性を感じ、1648 年『ケンブリッジ綱領
（Cambridge Platform）』として知られる一致信条によってそれらの批判をかわし
た。アメリカ会衆派最初の綱領を公式化するために、出席可能な 29 の教会のうち
28 の教会がケンブリッジ教会会議に参加したが、それはマサチューセッツ植民地
会議（the General Court of Massachusetts）によって招集されたものだった 40。
ケンブリッジ教会会議は『ウェストミンスター信仰告白』と、ロバート・ブラウン
（Robert Browne）i、ヘンリー・バーロー（Henry Barrowe）ii、ヘンリー・ジェイ
コブ（Henry Jacob）iii の考えに基づく会衆派政治（Congregational polity）を採
択した。『ケンブリッジ綱領』は「教会会議は一つの教会の『存在（Being）にと
って必要ではない』が時折複数の教会の『安寧（Well-being）にとって必要』である」。
と主張している。この意味するところは、各個教会の権威を、会衆から牧師や長老
39　教会史におけるこの複雑な段階に関しては、Theodore Hoyer, “The Historical Background 
of the Westminster Assembly,” Concordia Theological Monthly XVIII(August 1947): 
527-91. を参照。The Westminster Assembly の詳細に関しては Philip Schaff, The Creeds 
of Christendom, with a History and Critical Notes, Rev. ed. (New York: Harper & 
Brothers, 1931), I, 727-804. を参照。Independents と Presbyterians の間の論争に関して
は、Charles Firth, Oliver Cromwell and the Rule of the Puritans in England（London: 
Oxford University Press, 1900）, Chap.VIII. で扱われている。
40　ケンブリッジ 綱領の全テキストは William Walker, The Creed and Platforms of 
Congregationalism (New York: Charles Scribner’s Sons, 1893), 156-237. を参照。
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に移すことになっても、牧師や長老の権威が各個教会を超えることはないというこ
とである。しかし、中会主義の線に沿って、より多くの権威を教会役員（church 
officers）に与えるというくさびが入れられたのである。
　理論的には、教会会議（synod）つまり中会は会衆（congregation）に権威を
行使することはできず、忠告的な役割にのみ権威を限定するというものだった。し
かし、実際は、教会会議が絶大な力を握ることになった。なぜなら、ケンブリッジ
教会会議は単に忠告を与えるだけではなく、教会統治の形態や訓練規定を含む信仰
告白を採択したからである。またその中には為政者（civil magistrate）の権能に
ついても規定され、「信仰や良心の問題に関する論争を審議したり決定したりする」
権利を彼らに認めていた。彼らは、「養父（nursing Fathers）」と言われ、訓練規
定を管理することにおいて中会、つまり教会会議の役を担うことができたのであ
る 41。
　「ニューイングランド方式」は 1662 年に痛烈な打撃を受けることになった。初
期の会衆派は、個人的な宗教経験を公に証することを条件に正教会員とする回心し
た教会員資格を決して譲らなかったが、『ケンブリッジ綱領』は、誕生したときに
受洗（幼児洗礼）することによって教会員になるという「恵みの契約（Covenant 
of Grace）」の子供を認めていた。しかし、第二世代の多くが大人になったとき、
彼らは個人的な宗教経験の告白ができなかったので陪餐会員とは見なされず、聖餐
を受けることができなかった。第二世代は両親の契約関係の故に自分を正会員と考
え、自分の子供たちにも洗礼（幼児洗礼）を要求した。これにより教会はジレンマ
に陥ることになる。つまり、
もし教会がこの要求に屈したら、教会員の第三世代の大部分は、確実に回心し
ないであろうし、またもし教会が全くこの要求に屈せず、第二世代が回心を告
白しないなら教会から排除すると主張したならば、教会は若いそして影響力の
ある会員の多くを失うであろう。42
というジレンマである。ケンブリッジ教会会議は 1648 年にこの問題を扱ったが、
41　Barus, Baughn and Campbell, A People called Cumberland Presbyterians, XI. 4, XVI. 
1-4
42　Herbert W. Schneider, The Puritan Mind (New York: Henry Holt and Col, 1930), 86-
87.
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決断を下すことはできなかった。ジレンマから脱するために、牧師のあるグループ
は 1657 年にボストンに集まり、ようやく 1662 年のマサチューセッツ教会会議で
妥協案に達した 43。その妥協案は「半途契約（half-way covenant）」として知られ、
契約関係にある両親の受洗した子供は契約関係の途中にあると考えられ、彼らの子
供は祖父母の契約関係によって、受洗（幼児洗礼）を許されたのだ。つまり、第二
世代は、もし正直な生活を送り、教会の契約を厳かに認めるならば、彼らの子供に
洗礼を受けさせることができた 44。これが「ニューイングランド方式」への 1662 年
の痛烈な打撃である。しかし、それでも彼らはまだ「半途」会員にすぎなかったの
である。
　半途契約会員は聖餐に与ることができなかったし、選挙権も行使できなかった。
神権政治の権威は教会と社会的権力の密接な一体化の上に成り立っていたので、教
会員だけに選挙権を制限することは重要な政治的意味をもっていた。「半途契約」
はニューイングランドの教会の性質に多大な影響を及ぼした。つまり「『半途契約』
へと条件を下げたことによってニューイングランドの会衆主義は『中会方式』を選
び、現実的には『集められた教会』でなくなった」45 からである。
　半途契約会員が教会生活に完全に参加するために残された唯一の障害は聖餐だっ
た。この最後の障害は、1698 年のブラトルストリート（Brattle Street） 教会の設
立において取り除かれることになった。この教会は、教会からこの論争を排除した
かった裕福で独立心の強い実業家のグループによって設立された。ロンドンで按手
を受けた中会主義の牧師、ベンジャミン・コールマン（Benjamin Colman）はそ
の教会の牧師としての招聘を受託し、ブラトルストリート教会の会員になるために
43　「誰が洗礼の対象なのか」という疑問における教会会議の返答は「1662 年にボストンに集めら
れた長老たちやその他の教会からの使者たちの答え」の中に含まれている。H. Shelton Smith, 
Robert T. Handy, and Lefferts A. Loetscher, American Christianity, and Historical 
Interpretation with Representative Documents, 1607-1820 (repr., New York: Charles 
Scribner’s Sons, 1960), I, 203-04.
44　同上
45　James H. Nichols, Democracy and the Churches (Philadelphia: Westminster Press, 
1951), 33. および、Williston Walker, A History of the Congregational Churches, Vol. III 
of the American Church History Series, eds. Philip Schaff et al. (New York: Christian 
Literature, 1894), 170-82. および、Frank H. Foster, A Genetic History of New England 
Theology (Chicago: University of Chicago Press, 1907), 31-43. および、Perry Miller, “The 
Half-Way Covenant,” New England Quarterly VI (1933), 676-715. 参照。
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回心経験を要求しなかったし、信仰を告白している両親の子供には洗礼（幼児洗礼）
を授けた。またコールマンによって資格があると認められた者は聖餐に与ることを
許した。そして洗礼（幼児洗礼）を授けられたすべての者には新しい牧師を招聘す
るにあたっての選挙権が与えられたのである。
　ブラトルストリート教会の動きは、誰が聖餐式に与れるのかという問題を個人的
な救いの告白から牧師の特権へとシフトしたことを表していたが、非契約者に惜し
げもなく聖餐を認めるには正当な根拠が求められた。この根拠はノーサンプトン
（Northampton）教会の牧師、ソロモン・ストダード（Solomon Stoddard）によ
って与えられた。ストダードは、聖餐はあらゆる「見える聖徒」に開かれていると
主張した。見える聖徒とは「彼らの子供たちと共に、神に拒絶されるまで iv、真実
の宗教について真面目な告白をする」者すべてを含むと彼は主張した。「生まれた
ままの状態（natural condition）v」であると自分で認めている者でさえ、「信仰を
もって祈りや、御言葉を聞くことができないとしても、耳に入ってくる祈りや、御
言葉を無視できないのと同じように、聖餐（に与れば）聖餐を無視することはで
きないので」聖餐式に参加するべきである、というのがストダードの論理であっ
た 46 vi。しかし、ニューイングランドの教会・政治共同体（ecclesiastico-political 
community）の定義は、契約の中に含まれない人々による聖餐式参加という、ス
トダードのオープンコミュニオン方式によって無意味なものとなってしまった。
　しかし、「聖なる国家」を守り、滅びつつあるピューリタン神学を救うための計
画は次々と立てられた。1648 年から 1698 年の 50 年間、神権政治は正当な教会政
治を力説することによってそれ自身を守ってきたが、ニューイングランドの変化
を食い止めるためには、再度教会政治の重要さを強調する必要があった。1691 年、
インクリース・マザー（Increase Mather）はニューイングランドの聖職者と中会
主義者との意見の一致を試みようとして、1700 年までに、ストダードのリーダー
シップのもと、聖職者連合（association）が始められたが、5 年後、聖職者連合を
マサチューセッツの教会組織の一部にする試みは具体化せずに終わった。
　しかし、聖職者連合の有用性はコネティカットで足がかりを得た。聖職者たちは
1708 年に『セイブルック（Saybrook）綱領』を採択した。それは 3 つの文書、つ
46　Solomon Stoddard, The Doctrine of Instituted Churches, Explained and Proved from 
the Word of God (London: Ralph Smith, 1700). および Smith, Handy, and Loetscher に
よる再版 American Christianity I, 220-24. および Perry Miller, “Solomon Stoddard, 
1643-1729,” Harvard Theological Review XXXIV (October 1941): 293. 参照。
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まり 1691 年にロンドンで会衆派と中会主義者によって採択された合同の計画（The 
Head of Agreement）、1680 年にマサチューセッツで採択された『サボイ信仰告
白（The Savoy Confession）』、そして 1705 年の『Massachusetts Proposals』
に基づいた一連の条項を含んでいた。その条項は教会訓練、聖職者の按手、牧師
の任命と罷免を実施する目的で、「協議会」（consociations）と呼ばれる準中会主
義的決定機関を規定した。それによって様々な連合からの代表者が少なくとも年 1
回、総会（General Association）で顔を合わせることが義務付けられた 47。その協
議会の組織化はピューリタンを一歩中会主義者（中会主義者の多くはニューイング
ランドのピューリタンたちの中にいたのだが）に近づけることになった。「聖なる
実験の子供たちは、会衆を超える力を認識せずに信仰を維持していくことが不可能
であることを知った」のである 48。『セイブルック綱領』はコネティカット全域で受
け入れられ、協議会はますます中会のように機能し、その結果コネティカットの会
衆主義はマサチューセッツの会衆主義よりも、中部植民地の中会主義との類似性
を発展させることになった。この流れは後の 1799 年に、ハートフォード北協議会
（Hartford North Association） によって可決された宣言の中で次のように表現さ
れていた。
コネティカットの連合教会は、時には曖昧にまた不適切に会衆主義教会と言わ
れるが、コネティカットへの定住の初期に採択されたコネティカットの教会憲
法は会衆主義ではなく、スコットランド教会、またはアメリカの中会主義教会
の要素を含んでいる。49
　このような、「会衆派的中会主義（Congregationalized Presbyterianism）」ま
たは「中会主義的会衆主義（Presbyterianized Congregationalism）」50 のニュー
47　Articles II, XII, XIV, XV. Articles と Massachusetts Proposal の比較のためには Walker, 
Creeds and Platforms, 503-06. 参照。
48　Jerald C. Brauer, Protestantism in America (Philadelphia: Westminster Press, 1953), 
42.
49　William Warren Sweet, Religion in Colonial America (New York: Charles Scribner’
s Sons, 1942), 113-15. および、セイブルック教会会議に関する文書は Walker, Creeds and 
Platforms, 495-514. を参照。
50　Henry M. Dexter, Congregationalism of the Last three Hundred Years, as Seen in 
Its Literature: with Special Reference to Certain Recondite, Neglected or disputed 
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イングランドにおける発展に加えて、明らかな中会主義者の努力も続いていた。17
世紀におけるニューイングランドでの中会主義的要素は明白であった。なぜならば
マサチューセッツのニューベリー（Newbury）、ヒンガム（Hingham）の教会は
1634 年という早い時期に中会主義的牧師が存在していたし、中会主義的視点をも
ったイングランドの牧師がコネティカットに定住してもいた。イングランドのピュ
ーリタン革命中に起こった中会主義者と独立派（会衆派）の争い vii のために、ニ
ューイングランドで同様な動きを阻止しようと努める会衆派は、中会主義者をいろ
いろな点で追い詰めた。ニューイングランドのピューリタンはマサチューセッツや
コネティカットから、ニューヨーク、ウェスチェスター（Westchester）郡、ロン
グアイランド、そしてイーストジャージーに移り、教会を設立していった。これら
の教会のほとんどは会衆派であり、ニューイングランド・ピューリタンによって支
配されていた。しかし歴史家の間では、この中部植民地に設立された教会の数、中
会主義教会だった数、または中会主義になった教会の数、また、最初から中会主義
教会だった教会の起源などについては見解が違う 51。中部植民地であるニューヨー
クやニュージャージーで、ニューイングランド・ピューリタンの影響から徐々に発
展した中会主義形態のほうが、ニューイングランドにおける最初の中会主義教会の
名前や場所より重要である。
Passages (New York: Harper & Brothers, 1880), 463.
51　中会主義的歴史家の様々な見解に関しては、Charles A. Hodge, The Constitutional 
History of the Presbyterian Church in the United States of America (Philadelphia: 
Presbyterian Board of Publication, 1857), I, 27-66. および Leonard J. Trinterud, The 
Forming of an American Tradition: A Re-examination of Colonial Presbyterianism 
(Philadelphia: Westminster Press, 1949), 22-28. および Gaius J. Slosser, ed., They Seek 
a Country: The American Presbyterians-Some Aspects (New York: Macmillan, 1955), 
29-32. および James H. Nichols, Presbyterianism in New York State: A History of the 
synod and Its Predecessors (Philadelphia: Westminster Press, 1963), 9-17. および Henry 
D. Funk, “The Influence of the Presbyterian Church in Early American History” 
Journal of the Presbyterian Historical Society, Historical Society XII (April 1924): 32-
33. および William P. Finney, “The Period of the Isolated Congregations and General 
Presbytery, 1614-1716,”Journal of the Department of History (The Presbyterian 
Historical Society) of the Presbyterian Church in the U.S.A. XV (March 1932): 8-17. 
および Clifford M. Drury, “Presbyterian Beginnings in New England and the Middle 
Colonies,” Journal of the Presbyterian Historical Society XXXIV (March 1956): 19-35. 
参照。
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　中会主義者の小さなグループは他の教会と違って、一つの特定の地域に集中せず、
様々な植民地に散在していた。1660 年以降、イングランドのチャールズ二世が王
政復古後、中会主義教会を廃止し、その代わりに監督制を復活させたとき、弾圧を
受けた中会主義者はアメリカに避難所を求め、ヴァージニア、メリーランド、カロ
ライナなど主にフロンティアの地域に定住した。メリーランド、ヴァージニアの東
海岸にはスコットランド人、スコットランド系アイルランド人、そしてイングラン
ドのピューリタンたちから成る教会が形成された。
　スコットランド人、スコットランド系アイルランド人から成る中会主義者は
1684 年の「ボズウェル（Bothwell）の戦い」後、迫害を避けて南カロライナにや
ってきた。アーチボルト・ストロボ（Archibald Strobo）、フランシス・ボアラン
ド（Francis Boreland）、アレクサンダー・シールズ（Alexander Shields）は、
時期尚早にも中会を形成しようと試みたが、それは監督制主義者たちの反対にあっ
て失敗した。スコットランド人はニュージャージーでより成功し、特にウッドブリ
ッジ（Woodbridge）には 1685 年に 2 人の牧師と 100 人以上の人々が定住した。
フィラデルフィアではジェデディア・アンドリュー（Jedediah Andrew）が 1705
年以前にペンシルバニアで唯一の中会主義教会の牧師になった。
　中会主義の他の重要なグループであるユグノーは、1685 年「ナント（Nantes）
の勅令」の撤回後、アメリカにやってきてスコットランド人や、スコットランド系
アイルランド人と共に、サウスカロライナに定住し、他のグループは 1686 年にボ
ストンで教会を組織し、またあるグループはニューヨーク近郊に定住した。明らか
に、17 世紀のアメリカの中会主義は、その性質を多くの起源に由来していた。こ
の事実は 1760 年に財政的援助のためにイングランドに手紙を書いた中会主義指導
者の一人、フランシス・アリソン（Francis Alison）によって率直に述べられている。
植民地、特にペンシルバニアの中会主義の背景を概観した後、彼は次のように記し
ている。
市民的宗教的自由に特徴づけられる英領植民地であるペンシルバニアには、イ
ングランド、スコットランド、アイルランド、ウェールズ、スウェーデン、ド
イツ、オランダ、そして少数のフランス人の避難者がひしめいている。すべて
の聖職者（オランダ人を除く）間で概して均衡を保っている信徒たちは「中会
主義方式（Presbyterian Plan）」にならって、ペンシルバニア、ニューヨー
ク、ニュージャージー、メリーランドのような近隣地域の中で合同し、教会を
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形成した。そしてついにその聖職者たちはフィラデルフィアで年に 1 回教会会
議（Synodical Meeting）を開くことで同意した 52。
　しかし 17 世紀の終わりまでに、中会主義教会に大きな進展はなかった。その
原因の一つはヴァージニア（英国教会）、カロライナ（英国教会）、ニューヨーク
（英国教会）、そしてニューイングランド（会衆派）での、公定教会（established 
churches）に反対する者（dissenters）に加えられる制約によるものだった。公
定教会から受ける妨害にもかかわらず、18 世紀は中会主義教会が急速に発展した
世紀であった。1789 年総会が組織されるまでには、アメリカの中会主義は中部植
民地で最も大きな教派的グループの教義となっていた。
　18 世紀のアメリカの中会主義の成長は、（1）フランシス・マッケミー（Francis 
Makemie）の影響、（2）1706 年の中会、そして 1716 年の大会の形成、（3）北部
アイルランドのアルスター地方（Ulster）に住むスコットランド人のアメリカへの
移民などによるものだった。
　分散していた中会主義の要素を、より結束力のあるものにするには、それを組織
化する指導者が必要だったが、この重要な転換期に、中会主義の牧師フランシス・
マッケミーが 25 歳で 1683 年にアメリカに到着したことが、18 世紀アメリカにお
ける中会主義成長の第一の原因となった。彼は北部アイルランドに生まれ、グラス
ゴー大学で学び、1681 年に北部アイルランド、アルスター地方のラガン（Laggan）
中会で按手を受けていた。彼は、北部アイルランド出身でメリーランドやヴァー
ジニアに定住し牧師を必要としていた多くの家族からの要請に応じてアメリカにや
ってきた。マッケミーは一箇所に定住することなく、海岸沿いに、いくつもの植
民地を巡回することを好んだ。彼は、時折自発的になされる献金を受け取ることは
あったが、宣教の働きに対して給料を受け取ることはなかった。彼は商売人にな
り、またウィリアムス・アンダーソン（William Anderson）という金持の商人の
娘であるナオミと結婚することによって自分で資金を調達し宣教を続けた。1698
年に義理の父親が死亡すると、マッケミーは 1,000 エーカーの土地と彼自身の商
売に加えてもう一つの商売を遺産として受け取り、メリーランドのチェサピーク
（Chesapeake）湾地域や、バルバドスで商売をしながら説教し、メリーランドの 5
52　Leonard J. Trinterud, “The New England Contribution to Colonial American 
Presbyterianism,” Church History XVII (March 1948): 33. から引用。
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つの教会を含めて新しい教会を設立していった 53。
　マッケミーは絶えず旅をし、1696 年から 1698 年までバルバドスに滞在し、
1704 年にはロンドンを訪問した。そこでは、植民地に 2 年間 2 人の宣教師をまか
なうだけの資金を中会主義また会衆主義の牧師たちの協会であるユナイテッド・ブ
レズレン（United Brethren）から確保することに成功した。彼は 2 人の中会主義
者であるジョン・ハンプトン（John Hampton）とジョージ・マクニッシュ（George 
McNish）とアメリカに帰り、彼らと共に分散していた中会主義の会衆を一つの統
一体に組織した。7 人の牧師がアメリカでの中会の設立というマッケミーの計画に
協力し、1706 年の春、最初の中会がフィラデルフィアに形成され、マッケミーが
最初の議長に任命された 54。
　フィラデルフィアでの会議後、ニューイングランドへの途上で、マッケミー
とハンプトンはライセンスなしで説教したとして、総督コーンベリー卿（Lord 
Cornbury）に逮捕された。コーンベリーの主張は 1689 年にイングランドで発布
された寛容法（Act of Toleration）によれば、マッケミーのヴァージニアでのラ
イセンスはニューヨークでは無効であるということだった。彼はマッケミーに、彼
が「正しい行いをすることと私の管轄地域でこれ以上説教をしない」という証文を
書き、保証金を払うようにと命じた。それに対し、マッケミーは答えた。「もしあ
なたの権威がそれを要求するのであれば、私たちは正しい行いをすると証文を書き
ましょう。ですが、もし人々に招かれ望まれるならば、あなた様の管轄地域でこれ
以上説教をしないという証文を書くことも保証金を払うこともできないし、あえて
しないでしょう」。「それではあなたたちは監獄へ行かなければなりません」と総督
は答えた 55。マッケミーとハンプトンは陪審に無罪を宣告され解放されたが、400ド
53　Rechard Webster, A History of the Presbyterian Church in America from Its Origins 
until the Year 1760, with Biographical Sketches of Its Early Ministers (Philadelphia: 
Joseph M. Wilson, 1857), 297-300 に転載された “Letters to Increas Mather,”を参照。
54　Records of the Presbyterian Church in the United States of America: Embracing 
the Minutes of Presbytery of Philadelphia, from A. D. 1706 to 1716: Minutes of the 
Synod of Philadelphia, from A. D. 1717 to 1758: Minutes of the Synod of New York, 
form A. D. 1745 to 1758: Minutes of the Synod of Philadelphia and New York, form 
1758 to 1788 (Philadelphia: Presbyterian Board of Publication,1841), 60. および Hodge, 
Constitutional History I, 76-77. および Webster, Presbyterian Church in America, 90. 
および Gillet, Presbyterian Church in the United States of America I, 5. 参照。
55　Smith, Handy, and Loetscher, American Christianity I, 258-61 に転載された、Francis 
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ルの罰金を払わなければならなかった。この事件は即座に二つの結果を引き起こし
た。コーンベリーは調査され解任されたが、これに反し、その悪名高き裁判はマッ
ケミーと中会主義の評判を高めた。コーンベリーは、マッケミーが起こした事件と、
中会主義の「放浪する説教者（strolling preacher）」56 が引き起こした問題につい
てイングランドに手紙を書いた。
……私はこの件につき私がするべき義務であること以外に何もしておりませ
ん。特に寛容令によって全く明白だと私が考えたように、それは放浪する説教
者に寛容を示したり許したりするために意図されたものではないのです。それ
で、私はヴァージニアやメリーランドで彼が行くところ、平和と静寂を乱すこ
の悪意ある男に対する防御を嘆願いたします。彼は何でも屋です。彼は説教者
であり、医者であり、商人であり、法律家であり、弁護士であり、そして最悪
なことに地域を乱すものなのです。57
　このように、アメリカの中会主義教会設立に必要な多大な指導力を発揮したこと
により、マッケミーは「アメリカ中会主義の父」と呼ばれた。
　中会主義教会の急速な成長をもたらした二つ目の要因は、1706 年の中会の設立
と 1716 年の大会の設立であった。1706 年 58 にフィラデルフィア中会が設立された
とき、3 人の聖職者がそれに参加した。マッケミー、ハンプトン、そしてアンドリ
ュースである。1707年3月、次の中会会議では5人の聖職者と4人の長老が出席し、
早くも、新しい中会は宣教活動計画を実行し始めた。それは「中会のすべての聖職
Makemie, A Narrative of a New and Unusual American Imprisonment of Two 
Presbyterian Ministers, and Prosecution of Mr. Francis Makemie, One of Them for 
Preaching One Sermon in the City of New York. By a Learner of Law and a Lover of 
Liberty.
56　Webster, Presbyterian Church in America, 303.
57　Webster, Presbyterian Church in America, 307-09 に 転 載 さ れ た Letter of Edward 
Hyde, Viscount Cornbury to the Lords Commissioners for the Trades and Plantations, 
Oct. 14, 1706.
58　記録の最初のページが失われているので、最初の会議と中会憲法制定の日に関してはいく
つかの推測がある。この件の研究には、Benjamin L. Agnew,“When Was The First 
Presbytery of the Presbyterian Church in the United States of America Organized?” 
Journal of the Presbyterian Historical Society III (March 1905): 9-24. 参照。
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者は、聖職者が不在のコミュニティで説教を行い、彼らを受け入れることを望む共
同体には、喜んで教会設立をしていくこと」59 を決めたものだった。1710 年までに、
聖職者不足のために中会は、ロンドン、ダブリン中会、グラスゴー大会に聖職者や
財政的援助を求めたが、ほんの数名の聖職者が最初の大会の前に加えられたにすぎ
なかった。しかし、それにもかかわらず、フィラデルフィア大会が 1716 年に組織
された。
　最初の大会は様々な背景をもつグループで構成されていた60。5人のメンバーはニ
ューイングランド出身であり、6 人のメンバーはスコットランド出身であり、また
別の 6 人のメンバーはアイルランド出身であり、残りの 2 人はウェールズ出身で
あった。このように植民地時代の中会主義は様々な要素で成り立っていたので、そ
れが 1741 年から 1758 年までの分裂を引き起こすことになった。それは『ウェス
トミンスター信仰告白』への全幅的同意 viii や、信仰復興運動における方法に関し
ての意見の違いによるものだった。その分裂はニューイングランド人とリベラルな
スコットランド系アイルランド人が同盟し、それに対して保守的なスコットランド
人とスコットランド系アイルランド人が同盟したものだった。この 2 つのグループ
による中会主義に対する違った視点から巻き起こった論争と、その違いから生じた
結果が特有のアメリカ中会主義を形成することになった。
　アメリカ中会主義成長の 3 つ目の要因はアイルランド北部アルスター大農園から
アメリカにやってきたスコットランド系アイルランド人の移入であった。エリザベ
ス一世の後を継いだジェームス一世は、アイルランド植民地を設立する彼女の計画
を完成した。イエズス会宣教師たちはアイルランド人領主たちを促して、イングラ
ンドの権力から自由になる反乱を起こさせようとしたが、その計画を聞いたジェー
ムス王はその反乱をすぐに終わらせ、40 万エーカーの土地を没収し、ほとんどの
アルスター地方をイングランド領とした。そして、そこにスコットランド人とイン
グランド人のプロテスタント信者を送り込み植民地化した。その土地はいくつかの
地所に分割され、イングランドの支配階級に貸し出された。1641 年までに約 10 万
人のスコットランド人と 2 万人のイングランド人がアルスター地方に定住すること
になった。ほとんどの定住者はスコットランド人だったので、ローマカトリックア
59　Records of the Presbyterian Church, 8.
60　Records of the Presbyterian Church, 79. および Sprague, Annals of American Pulpit、
III, 2-3.および Webster, Presbyterian Church in America, 310-11, 358-61. 参照。
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イルランドの多くの部分が中会主義の中心地となってしまった 61。
　しかし、オリバー・クロムウェルの死と、君主制と国教会の復活によって、アル
スター地方はすぐにチャールズ二世の権力を感じ始めた。国教会の高位聖職者は
1665 年から 1688 年の間に 61 人の中会主義聖職者をアルスター地方から追放した。
しかし、1688 年の「名誉革命」で熱心なカトリック教徒であるジェームス二世の
政権が崩壊すると、ウィリアムスとメアリーは「寛容令」を発布し、アイルランド
とスコットランドにいる中会主義者たちをイングランドの抑圧的政策から解放し
た。ウィリアムスは妻の死後も、寛容と中庸の政策を堅持し、1702 年に妹のアン
が彼の王位を引き継ぐまでには、中会主義教会は 120 の教会が 9 つの中会、3 つの
大会を組織し、年に 1 度総会が開催されるまでになっていた。さらに 15 年後には、
140 の教会が 20 万人の教会員を擁するまでになった 62。
　17 世紀のスコットランド系アイルランド人のアメリカへの移民は散発的だった
が、彼らの移住の始まりは 1649 年にさかのぼる。それは冒険者や植民者によって
呼び寄せられた 30 人のスコットランド系アイルランド人にそれぞれ 3,000 エーカ
ーの土地を与えるというバルティモア領主の申し出に応じたもので、この初期のグ
ループはメリーランドの東海岸に定住した 63。アルスター地方のスコットランド人
61　Henry G. Ford, The Scotch-Irish in America (Princeton: Princeton University Press, 
1915), 11-20.
62　Robert E. Thompson, A History of the Presbyterian Churches in the United States, 
Vol. VI of The American Church History Series, eds. Philip Schaff et al., (New York: 
Christian Literature, 1893-1897), 13. “Scotch-Irish”という名称は、より良い呼称がない
ために使われている。Scotland 人の George S. Pride は “Scotch-Irish”の使用を非難して
いる。なぜならばそれは民族の混合を暗示しているためである。スコットランド人はアイル
ランド人との結婚を拒否していた。Proceedings of the New Jersey Historical Society XV 
(1930), 3, n. 2 に記載されている “The Scots in East New Jersey,” 参照。および、James 
G. Leyburn, The Scotch-Irish: A Social History (Chapel Hill: University of North 
Carolina Press, 1962) Chap. X は、スコットランド人がアイルランドの住民と、社会的、宗
教的に混ざっていたのかの問題に関して論じている。および、A. Hanna, The Scotch-Irish: 
or, The Scot in North Britain, North Ireland and North America (New York: G. P. 
Putnam’s Sons, 1902), I, 498-505. 参照。また John W. Dinsmore, The Scotch-Irish in 
America: Their History, Traits, Institutions and Influences, Especially as Illustrated 
in the Early Settlers of Western Pennsylvania, and Their Descendants (Chicago: 
Winona Publishing, 1906), 16. 参照。
63　Ford, The Scotch-Irish in America, 167-77.
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が植民地に大移動を開始するのは 1720 年以降のことであった 64。その頃、アイルラ
ンド人の聖職者がスコットランドの友人に手紙で次のようなことを記していた。「ア
メリカの大農園に兄弟たちが去ってしまうことによって、アイルランドの北部地方
は人が減ってしまいそうだ。6 名もの聖職者が彼らの教会を辞職し、多くの信徒が
彼らと共に行ってしまう。それで私たちは日々聖職者や信徒が去っていくことを恐
れている」65。
　1725 年から 1768 年にかけて、毎年、3,000 人から 6,000 人の人々がアルスター
地方やスコットランドからアメリカの海岸へと去っていった 66。ペンシルバニア地
方の長官ジェームス・ローガン（James Logan）は 1729 年、ジョン・ペン（John 
Penn）に手紙を書いている。「今や、アイルランドそのもの、つまりアイルランド
の全住民がこちらに移住してくるかのようだ。先週は 6 隻もの船がニューキャッス
ルやフィラデルフィアに到着した。風の具合が良ければ乗客を大勢乗せた船が 2、
3 日ごとに到着する。それで我々の間では、もし何か迅速な策が講じられなければ、
すぐにも彼らはこの地方の所有者となってしまうだろうというのが、共通認識とな
っている」67。1730 年、再びローガンは、スコットランド系アイルランド人がネイテ
ィブアメリカンもしくは土地所有権を無視して土地を取得していくのではないかと
いう懸念を表明した。しかし、スコットランド系アイルランド人は「土地所有者や
その代理人が懇願したので、自分たちはそれに応じて来たのだ」と答えた 68。
　1740 年から 1741 年にかけての大寒波がもたらした大飢饉で 40 万人ものアイル
ランド人が死亡した後、年間約 12,000 人がアルスター地方を去った 69。その結果、
64　Hanna, The Scotch-Irish, I, 57-61. および G. Graighead, Scotch and Irish Seeds in American 
Soil: The Early History of the Scotch and Irish Churches, and their Relations to the 
Presbyterian Church of America (Philadelphia: Presbyterian Board of Publication, 1878), 
267-68.参照。
65　Ford, The Scotch-Irish in America, 188.
66　Hanna, The Scotch-Irish, I, 16-22. および Sweet, Religion in Colonial America, 250-51.
参照。
67　Herbert S. Turner, Church in the Old Fields: Hawfields Presbyterian Church and 
Community in North Carolina (Chapel Hill: University of North Carolina Press, 1962), 
30. からの引用。
68　Leyburn, The Scotch-Irish, 192.
69　Donald McDougall ed., Scots and Scots’ Descendants in America (New York: Caledonian 
Publishing, 1917), I, 17-18.および Clifton E. Olmstead, History of Religion in the United 
States (Englewood Cliffs: Prentice-Hall, 1960), 46. 参照。
キリストと世界　第26号　　宮城妙子
145
1750 年までにスコットランド系アイルランド人がペンシルバニアの総人口に占め
る割合が約 25％までにもなった 70。他にも多くの原因がこの大移動へと導いた。イ
ングランドはアルスター地方のスコットランド人に経済的、宗教的圧力をかけて抑
圧していた。また、イングランドから肉や乳製品のような食料の輸入を禁止する法
律が成立し、1699 年の羊毛法（the Woolen Act）はアイルランドの羊毛業を壊滅
に追いやった。土地所有者への地代はジェームス一世のときには低く抑えられ、定
住者をひきつけていたが、それが 200％も引き上げられた。また、中会主義者たち
は国教会の聖餐を受けなければ公職に就くことが許されず、中会主義者の牧師たち
は、結婚式を司式することも禁じられていた 71。彼らはデラウェア湾やチェサピー
ク湾を通してアメリカに入ってきたので、初期のスコットランド系アイルランド人
移民はフィラデルフィア、ルイス（Lewes）、ニューキャッスルに定住したが、18
世紀半ばまでには土地を探してサスケハナ（Susquehanna） 川まで進み、南へ向
かってヴァージニア渓谷を通ってノースカロライナの奥地や、さらに南のジョージ
アまで移動した。独立戦争の頃までにはアルスター地方出身の人々が 20 万人を超
え、フロンティア地域で最強の宗教勢力になり、新しい中会がいくつも急速に組織
されていった。1732 年にはドニゴール（Donegal）、1733 年にはイーストジャー
ジー、1735 年にはルイス、1738 年にはニューヨークとニューブランズウィックに、
1751 年にはアビントン（Abington）、そして 1755 年にはハノーヴァ （ーHanover）
に中会を設立した。
　スコットランド系アイルランド人、つまりアルスター地方へ移動したスコットラ
ンド人は、スコットランドに残っているスコットランド人やアイルランド人とは明
確に区別されるべきである。アルスター人の 3 つ重要な生活様式は、スコットラン
ドのいとこと明らかに違っていた。社会的違いが彼らの性格を変えたのだった。彼
らの忠誠はスコットランドに対するよりもアルスター地方にあり、彼らの宗教は
微妙に硬化していった 72。彼らはアイルランド人の中で生活していたが、社会的に
も宗教的にもアイルランド人と混在することを拒否し、彼ら独自の個性をもってい
た。彼らは宗教に熱心であり、人生を非常に真面目にとらえ、聖書と『ウェストミ
70　Benjamin Franklin は彼らの数を 350,000 人と見積もった。Ford, The Scotch-Irish in 
America, 265.
71　このような厳しい規制はおそらく Scotch-Irish が独立の戦いにおいて England に敵対する大
きな原因になったであろう。Hanna, The Scotch-Irish, I, 621. および II, 15.
72　Leyburn, The Scotch-Irish, 140.
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ンスター信仰告白』によって支えられた厳格な中会主義が彼らの生き方を決定して
いた。彼らは「神の命令と、彼らが（聖書から）知る限りのあらゆることを」守ろ
うとした 73。一週間の厳しい労働の後、彼らは「暖かい安息日の午後には眠くなっ
たであろうが、説教の中でアルミニウス主義者（Arminian）のことや異端的なこ
とが少しでも示唆されようものなら、ピストルが発射されたように彼らの目を覚ま
させたであろう」74。と言われるほどであった。アルスター地方のスコットランド人
は、往々にして自分たちと反対のあらゆる見方を受け入れることを拒否した。スコ
ットランド系アイルランド人の歴史家であるジョン W・ディンスモア（John W. 
Dinsmore）は、スコットランド系アイルランド人は自分たちのことを「実際はそ
れが単なる偏見と頑迷さにすぎないときでも、原則と良心を」基準に判断している
と思っていたし、彼らの孤立の多くは民族的性格が原因であると断言している。彼
は、こうも言っている。「もし中会主義者のユダヤ人が中会主義者のサマリア人を
シナゴーグで公然と呪わないとしても、中会主義者ユダヤ人は、少なくとも容赦な
く中会主義者サマリア人を非難し、自分たちの仲間にサマリア人の危険な策略や有
害な欺きについて警告をするだろう」と 75。アルスター地方のスコットランド人は
原則に厳格で、狭量で、頑固で、意思堅固で、しつこく、そして決して揺らがなか
った。「彼らはしばしば他者の権利に盲目であるのと同じように、自分たちの権利
には執拗であり、貪欲であるが、自己犠牲的でもある。しかしとりわけ自分たちの
力を恐れず、確信し、それをもつこと、保持することを決心している」76 と歴史家
のポージー（Posey）は記している。
　もう一つの中会主義者のグループは、 スコットランド高地人（Highland Scots）
であり、彼らは 1747 年以降ノースカロライナに定住した 77。歴史家によると、17
世紀の間に、スコットランド高地人は政治的亡命者としてスコットランドを去った
73　Leyburn, The Scotch-Irish, 323.
74　Dinsmore, The Scotch-Irish in America, 47-52.
75　Dinsmore, The Scotch-Irish in America, 27-231.
76　Walter brownlow Posey, The Presbyterian Church in the Old Southwest, 1778-1838 
(Richmond: John Knox Press, 1952), 11.
77　Willam H. Foote, Sketches of North Carolina, Historical and Biographical, Illustrative 
of the Principles of a Portion of Her Early settlers (New York: Robert Carter, 1846), 
chaps. CX-XII.および、John MacLean, an Historical account of the Settlements of Scotch 
Highlanders in America Prior to the Peace of 1783: Together with Notices of Highland 
Regiments and biographical Sketches (Cleveland: Holman-Taylor, 1900). の諸所に。
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と推測されてきた 78。しかし、最近の研究によると移民の原因は、高い地代や新し
い農業法のような要素による農業の変化、一族組織の崩壊や急速な人口増加などで
あることがわかってきた 79。スコットランド高地人は、スコットランドの低地出身
でアイルランドに渡ったアルスター地方のスコットランド人であるスコットランド
系アイルランド人とは明らかに違った民族性をもっている。スコットランド系アイ
ルランド人は西のノースカロライナにあるイーノ（Eno）、ホー（Haw）川沿いや
中央アパラチア山脈に定住し、スコットランド高地人はノースカロライナの海岸沿
いや、ニューヨークのケープフィアー（Cape Fear）渓谷、モホーク（Mohawk）、
ハドソン渓谷奥地、ジョージアのアルタマハ（Altamaha）渓谷、ノバスコシャ（Nova 
Scotia）のピクトー（Pictou）、そしてプリンスエドワード（Prince Edward）島
に定住した。スコットランド系アイルランド人はフロンティア人であり、スコット
ランド人は農夫であり商人であった。また、スコットランド系アイルランド人はア
メリカ独立のときには植民地派に参加したのに対し、スコットランド人は数名の例
外を除いて国王派に付いた 80。
　以上述べてきたように、フランシス・マッケミーの指導力、中会と大会の形成、
そしてアルスター地方のスコットランド人の移民が相まってアメリカの中会主義の
広がりと成長に寄与したのだった。大会の設立は二つの理由で重要だった。第一に、
教会を効果的に監督できるより小さな司法機関を提供したことである。1717 年以
前は、広大な地域に渡って 1 つの中会しかなかったので、多くの聖職者が年に 1 度
の会議に参加できなかった。この状況についての言及が 1710 年の記録に示されて
78　「政治的亡命者」説は最初 Foot の Sketches of North Carolina, 129-30 で述べられ、後
の歴史家たちの基準となった。Webster は、Presbyterian Church in America 63, 531
で、Craighead は Scotch and Irish Seeds, 268 で、MacLean は Scotch Highlanders in 
America, 104 で、Hanna は The Scotch-Irish II, 34 で、そ し て Herbert L. Osgood は
The American Colonies in the Eighteenth Century (New York: Columbia University 
Press, 1924), II, 522. でその説を踏襲している。
79　Duane Meyer, The Highland Scots of North Carolina, 1732-1776 (Chapel Hill: 
University of North Carolina Press, 1961), Chap. III, “Motives for Migration.”
80　スコットランドから直接やって来た John Witherspoon でさえ、Carl Wittke の We Who 
Built America: The Saga of the Immigrant (New York: Prentice-Hall, 1948), 65 で
Scotch-Irish と言及されていた。Wittke は Witherspoon が独立運動を支持していた数少な
いスコットランド人の一人だったという事実に影響されていたのであろう。Ian C. C. Graham
の Colonists from Scotland: Immigration to North America, 1707-1783 (Ithaca: 
Cornell University Press, 1956), 17-22, 177-83. も参照。
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地図１　アルスター地方はアイルランドの一番北側の地域である。
アイルランド
ロンドンデリー
イギリス
アルスター 地方
ベルファスト
いる。「昨日が予定された日だったが、本日、中会が開催された。多くのメンバー
が本日以前に集まれなかったからだ」81。第二に、教会の組織化がスコットランド系
アイルランド人の移民の初期に起こったことである。アルスター人の巨大な波はペ
ンシルバニアのまだ人の住んでいない グレートバレー（Great Valley）地域に流
れ込んだので、新しい大会は、その人々の間で宣教活動を行うため、またフロンテ
ィア地域が西へと進んでいくにつれて新しい教会を設立するための必要な組織だっ
たのだ。
81　Records of the Presbyterian Church, 17.
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地図２
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図２ 中会主義教会の系図 ix
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i　「ブラウン派は教会を神権政治（theocracy）の場とみなす。すべての教会員は平等で、多数決
によりあらゆる事柄は決定される」（増井志津代『植民地時代アメリカの宗教思想—ピューリタニ
ズムと大西洋世界』（Sophia University Press、2006 年、54 頁）。
ii　「バロウ派は初期会衆派の典型的なグループとされる。牧師と長老による選ばれた役員会が教会
指導をする。牧師もこの委員会により選出される。バロウ派が会衆主義の典型的な形を提供したが、
後にまた多様な形態が生まれる」同上。
 iii　「ロンドンでは 1616 年、ヘンリー・ジェイコブが独立教会を設立する。このジェイコブにより
「独立派」の呼称が 1609 年より、用いられるようになったという」同上。
 iv　終末時と考えられる。
 v　 信仰を自ら告白していない者。
vi　ストダードのこの言葉は次の増井の解説によって意味が明確になるであろう。「ストダードには
回心体験を明確に持たない半途会員増加では教会刷新と信仰の継続は危ういとの思いがあった。ノ
ーサンプトンでは聖餐を開放することにより、教会から遠のいていた地域住民が再度戻る機会が整
えられた。こうして教会に集まった地域住民に対して、ストダードは聖餐に込められた意味を語る
機会を持つことができたのである。ピューリタン信仰の強調点である人間の罪とキリストの贖罪が
テーマに取り上げられ、回心体験へと導くことに配慮した説教が行われた」。増井、前掲書、181 頁。
vii　この時期イングランドにおいては清教徒革命（1642-49 年）が進行中であり、同じ議会派にあ
りながら長老派と独立派（会衆派）は対立していた。1646 年イングランド議会は長老制教会を樹立
に向けて布告を発した。この間の詳しい経過は、上田惟一『ピューリタン革命史研究』（関西大学
出版部、1998 年）253-292 頁参照。またこの長老派と独立派の論争に、ニューイングランドの聖
職者も会衆派に関する教義、および教会政治、教会規律に関して文書を通して関与していた。これ
に関する詳細は 367-401 頁参照。
viii　署名する者、口頭で誓約する者の両方を含む。英語では subscription to a creed と表現され
ている
ix　Presbyterian Historical Society. http://www.history.pcusa.org/sites/default/files/
connection_900.jpg（accessed August 24, 2015 16:00）
